
【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
■ □ 昭和 18 年

■ □ □

■ □

課長 大　山　　正 体系コード 41112-04 科目コード 01-10-04-04-009-01

（１）総合計画上の位置づけ
章 豊かな心と文化をはぐくむまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 ふれあいのある生涯学習を充実します 終了予定年度 －

寒川町　　平成20年度事務事業評価シート（平成19年度実施事業）

事務事業名 公民館図書室運営事業 第２班 第２事業

主管課・担当名 公民館 根拠法令等 公民館図書室運営要綱、寒川学びプラン

（３）事務事業の目的

項 生涯学習の推進

事業
内容

地域の図書室として、３公民館図書室の相互利用
サービス、蔵書点検、貸出、返却等の運営事務を
行う。また、年１回の図書リサイクル市の開催と公
民館まつりでリサイクル本の提供をしていく。利用
者からのリクエスト本は寒川総合図書館を通じて
県及び他市から借用し、利用者へ貸出する。

小項目 生涯学習活動の推進

細項目 生涯学習機会の拡充

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分 ソフト事業 ハード事業

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

貸出冊数（冊）

成果指標等の設定理由
公民館図書室を利用する全ての人々が対象となるので、効果的な判断をするには貸出冊
数が妥当である。

目標値設定の考え方 平成１９年度より公民館図書室となったため、１９年度の目標値と実績を勘案して設定。

目
的

対象（誰（何）のために） 公民館図書室を利用する老若男女全ての人々。

意図（どのような状態にした
いのか）

全ての人にとって利用しやすい図書室にすることにより、生涯学習の機会を設ける。

（４）成果指標

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

25,000 20,000 20,000

目標 実績 目標 実績 目標 実績

42,000 42,000 42,000

500 500 500

予算 実績 予算 実績 予算 実績

目標値設定の考え方 平成１９年度より公民館図書室となったため、１９年度の目標値と実績を勘案して設定。

平成２３年度

64,000 30,000 25,000 20,000 20,000 20,000
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

貸出冊数（冊） 64,000 63,497 30,000 29,010

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

20,000

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

42,000

購入冊数（冊） 2,360 1,460 720 485 500

蔵書数（冊） 61,000 46,128 46,000 44,865

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

直接事業費 10,678 10,546 7,590 7,469

財
源
内
訳

一般財源 10,678 10,546 7,590 7,469

使用料・手数料

国県支出金

執行率 98.8% 98.4%

その他

内
訳

投入人員 1 1 1

人件費 7,355 7,355 7,325 7,325

1

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325訳 平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325

総事業費 18,033 17,901 14,915 14,794



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

■

□

□

□

■

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

平成１９年度の改善予定 平成１９年度の改善結果

　町総合図書館が開設されたことにより、地域密着型
の公民館図書室として運営するため、利用者からアン
ケート等を行う。

　地域密着型の公民館図書室として運営するにあたって、利用者から
アンケートを行ったところ、「図書館にない本が子供向けの本や好きな
作家の本が文庫だけでなく種類が多い。」「地域密着型の暖かさがあ
り、図書室は身近で借りやすい。」「図書室は存続してほしい。」といっ
た意見があった。一方では、「時代物の小説をいれてほしい。」「子供
が声を出しても読めるスペースがほしい。」「雑誌や趣味の本を増やし
て欲しい。」などの要望があった。

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

総合図書館の開設と図書購入費の削減により、利用者が減
少傾向にあるが、目標値に近い利用率である。また、アンケー
ト調査では地域の図書室として利用しやすく便利であるといっ
た意見等があるため、地域密着型の図書室として充実させる

成果は十分とはいえ
ない

成果は上がっていな

町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である 社会教育法第２２条第３号に公民館事業として図書を備えそ
の利用を図ることを定められている。さらに、総合図書館の補
完的な機能も有していることから公民館図書室は必要であ
る。

どちらかと言えば妥
当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

公民館に設置されている図書室であるため町で行わなければ
ならないものである。また、公民館図書利用者へのサービスと
教養の向上及び情操教育の純化を図る必要がある。・町が実施しない場合

の影響は

□

□

■

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □ □

た意見等があるため、地域密着型の図書室として充実させる
必要がある。

成果は上がっていな
い

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

どうか(成果
指標の状況)

・活動内容は適切か

妥当性

有効性

貸出冊数の実績では概ね目標は達
成されているが、地域密着型の図書
室として充実させる必要がある。

利用者のニーズに即した配本を行う
ため、財源の確保が必要。

財源不足を補うため、寄贈本の募集
等を行い、図書の有効活用を図って
いく。

事務運営上の経費節減のため、効率的な事務運営をしていく
には、総合図書館との連携した運営について見直していく必
要がある。適切だが改善の余地

がある

効率的でない

課題 平成２０年度 平成２１年度以降

理由
総合図書館の開設と図書購入費の削減により、利用者が減少傾向にあるが、目標値に近い利用もあること
から妥当と考える。

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

事務運営上の経費を効率的な運営
をするには、総合図書館との連携を
含め見直していく必要がある。

公民館図書室の効率的な運営を図
るには、総合図書館と連携し、図書
運営のあり方を内部検討していく。

総合図書館の分室化について協議
していく。また、図書検索ができるパ
ソコンを設置等を検討していく。

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

アンケート調査では、地域密着型の図書室としての存続や蔵書要望等があり、各図書室や総合図書館との

理由
町総合図書館が開設されたことにより半減したが、再び利用者の増加傾向にあることから地域の図書サー
ビスを向上する必要があるため、妥当と考える。

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

理由・内容
アンケート調査では、地域密着型の図書室としての存続や蔵書要望等があり、各図書室や総合図書館との
相互利用を継続し、さらに、図書運営のあり方を検討していく。

部長確認 金子　登喜男 確認日 2008/10/15


